

























らないうちに教師養成が Teacher Training か




















By analyzing 80 practicum sessions given by JFL student teachers, this paper outlines 
the skills needed for the effective explanation of basic Japanese grammar.  The conclusion of-
fers eight examples that demonstrate the following four criteria of explanatory effectiveness:
1.  Appropriate visual aids and materials should be introduced during the grammati-
cal explanations.
2.  Explanations should be repeated to ensure students have understood.
3. A blackboard and panels should be used to explain sentence structure.
4.  To make sure of the understanding the sentence structures the explanations for 
that should have timely use of a blackboard and panels.





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いかけを 2 度繰り返している（No.36-9 ～ 36-
13）。そして、もとの場所に戻した後で指差しさ
らに腕時計に焦点を当て（No.36-17）、それに













































































































































（        S1）




























































































No.1 ～ 3 を通してみると、実習生は、場所





























































































































































































































































































































































№ 37 ～ 39 の 3.口頭練習が続く。
1.の内、意味の導入を担うのは№ 30-5/30-




































































































































確認を行い（№ 30-13 ～ 30-15）その上で、№
30-16 ～ 30-18 で初めて助詞を補って目標とな
























































































































（［ ♥ ］）+［ ○ ］
（「　　　が、すきです。」）+［ か? ］+［ か? ］


























































（［ ♥ ］）+［ PS「 ? 」］サッカーが好きですか。
サッカーが好きですか。
×いいえ、好きじゃありません。





（［ ♥ ］）+［ × ］
×






























































































































































































No.5 と No.13 の間で「行きつ戻りつ現象」19）
が起きている。No.42 には肯定文で同じ「魚は」
とする学習者の誤りがあるが、これも同様であ




































No.16 ～ 47 を子細に見ると、むしろ、口頭練
習としては非常に成功しているといえる。
No.16・17 で「好きです」、それと対比させ
て No.18・19 でその否定文、No.19 ではコーラ
スながらもエクスパンション・ドリルを行って

























































































































































の講評・助言」（回答のあった 48 機関のうち 46
機関＝ 96%）であった。
3） 市嶋（2009 p.14）は、日本語教育学会の学会誌『日
本語教育』1 ～ 135 号（1962 年～ 2007 年）の全
論文 1510 を調査し、「実践の関わりのある論文」






























































おのの実習に要した時間は、おおむね 40 ～ 60 分
であった。
9） 「○ /× /？」などの記号を書いた丸い紙を割り
箸状の棒の先に挟んだもの。この語自体は和製英




















 ［　　］：  ［　　］の中のものを板書する、あ
るいは［　　］の中のものを書い
たパネルなどを黒板に貼る。
 ○：  学習者に○を指し示す、あるいは
手に持つなどして学習者に○を提
示する。
   ：  主にある語句の意味をわからせる
ために、ジェスチャーあるいは動
作を行う。
 ○：  （実習生が）○を見て、○に注意を
向けて、何かを行う。
 C「　　」：  実習生の後に、学習者全員でコー
ラスのように「　　」をいう口頭
練習 
 S「　　」：  おのおのの学習者が、実習生の後
で一人ひとりソロで「　　」をい
う口頭練習







14） 『みんなの日本語』第 10 課
15） 『みんなの日本語』第 6課
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